
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美東総合支所庁舎等複合施設に関する 

市民ワークショップニュース 

 

No.1 
2021.11.26 

第１回市民ワークショップを開催しました 

美東総合支所庁舎等複合施設の整備に向け、これまでワークショップの開催をはじめ住民の皆さん

とともに検討を重ね、令和２年１月に基本設計を策定しました。 

当初、基本設計の策定をもってワークショップは終了する予定でしたが、全体の整備スケジュールが

後ろ倒しとなり、これまでの過程で出ていた課題を検討する時間がとれることとなったため、再度市

民ワークショップを開催する運びとなりました。 

このたびのワークショップでは、特に課題となっている「交通」「子育て」「施設」の３つのテーマについ

て、話し合いを深めていく予定です。 

第１回目の開催となった今回は、２４名の参加者が４グループに分かれ、３つのテーマに関連した内容

を自由に話し合いました。初めて顔を合わす参加者も多かったのですが、皆さん共通の話題や地域

の課題について日頃から感じていることを語り合い、大変盛り上がりました。 

 

 ◆第１回（10月 27日）の様子 

※ワークショップとは、グループに分かれて意見やア
イデアを出し合い、考えをまとめていく話し合いの
手法のことです。 

最初に市担当者からの説明（左上）。このときには少し緊張気味だった参加者の皆さんも、グループワ

ークが始まるとすぐに打ち解け、身近な話題が次々と出てきました。（右上、左下） 

話し合いのあと、グループリーダーが、各グルー

プで出てきた意見を発表しました。 



 

 

 美東総合支所庁舎等複合施設に関する 

第２回市民ワークショップのお知らせ 

◆グループワークで出てきた意見 

・大田中央バス停から新総合支所までは、徒歩では厳しい距離。バス停-総合支所-サイサイ

みとう等を結ぶコミュニバスのような、安価で小回りのきく交通手段が必要。 

・高齢者が増えており、乗り降りの介助や配慮ができるバスの運転手がいるといい。 

・スクールバスについて：子どもが安心して待てる場所をつくってほしい。地元住民も乗れるよ

うにするなどして、交通の利便性を高められないか。 

 

・近隣の公衆電話がなくなり、街灯も少ない。子どもの安全に不安がある。 

・子どもが安心して遊べる場所がほしい。 

・児童クラブ同士での交流の場を。未就学児のための施設があるといい。 

・中学校まではスクールバスがあるが公立高校にはないため、交通手段の確保に困る。 

 

・避難所としてもしっかりとした施設となるようにしてほしい。 

・人が集まる施設にするためには、常に話題性があるような施設づくりをすることが大切。 

・総合支所と公民館が一つになることで、会議室が不足することにならないか。 

・スマホやパソコンの使い方を教えてくれる教室があるといい。 

・中庭の有効活用（子どもの遊び場）。ランニングコースなど、健康づくりができる場所に。 

・各公民館、各図書館が連携して何かをしたり、情報共有をするといいと思う。 

第１回の最後には、参加者の皆さんそれぞれが最も関心のあるテーマを選び、「交通」「子育て」「施

設」の３つの部会に分かれました。 

第２回からは、これらの部会に分かれて、テーマに沿った内容を話し合っていきます。 

市では、令和４年度までに計６回のワークショップを開催し、ここで出された意見を実施設計や今

後の具体的な取り組みに反映していきます。 

 

 

日時：令和３年１２月 22日（水） 18：30～ 

場所：美東保健福祉センター 

【問合せ先】 

美祢市総務企画部 

美東総合支所 総合窓口班 

 TEL  08396-2-5000 

 FAX  08396-2-5111 

 Mail m-sogomadoguchi@city.mine.lg.jp  

＜第２回の内容＞ 

① 交通・買物・通院（現状の説明・把握、利用ニーズの検討） 

② 子ども・子育て（エリア機能、利用ニーズ、将来像の整理） 

③ 施設・情報・ITC・災害（施設利用） 

上記①②③のテーマごとの部会に分かれてのワークショップ 

交通・通院・買物 

子ども・子育て 

施設・情報・災害・ICT 

多数意見⇒コミュニティバスが必要！ 

多数意見⇒子どもの安全が守られ、安心して子育てできる環境を！ 


